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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
ウサギ心筋では生直後から慢性低酸素血症は虚血再潅流障害緩和効果があることが証明されて
いる｡ しかし､今までの証明はすべてウサギ心筋を使用 した実験であり､その反応は種特異的で
ある可能性がある｡今回､Ratを用いて生直後からの低酸素血症の虚血再潅流障害緩和効果につ
いて検討 した｡Control群､低酸素群は.SDRatを6週間､それぞれ FiO221%と13-14%の環
境下で飼育 し､作成 した｡Isolatedheartmodel(Langendorめを用いて実験を行った｡心掛 ま30
分会虚血後 30分再潅流を行い,心機能の回復 (INDP､dp/dt､HR､Coronaryflow)を評価し
た｡また､冠静脈排液中cGMPを測定 した｡低酸素群はControl群に比べて有意に再潅流後の心
機能回復 (IiVDP､dp/dt)が 良好で､冠静脈排液中の cGMP排出が高値であった｡生直後から
の慢性低酸素は虚血再潅流障害緩和効果を有 し､それは心筋のcGMP産生克進による効果である
と考えられた｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
ラッ トを用いて生直後からの慢性低酸素血症の虚血再潅流障害緩和効果について検討
した｡Control群､低酸素群は,SDRatを6週間､それぞれ FiO221%と13-14%の環境下
で飼育 し後､Isolatedheartmodel(Langendorff)を用いて実験を行った｡心臓は 30分
全虚血後 30分再潜流を行い,心機能の回復 (LVDP､dp/dt､HR､Coronaryflow)を評価
した.また､冠静脈排棟中cGMPを測定した｡低酸素群はControl群に比べて有意に再潅
流後の心機能回復 (LVDP､dp/dt)が 良好で､冠静脈排潅中のcGMP排出が高値であった｡
生直後からの慢性低酸素は虚血再潅流障害緩和効果を有 し､それは心筋の cGMP産生冗進
による効果であることを示した価値ある業績である｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認めるo
